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平
成
28
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月
９

日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
の
12
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
案
は
、
条
例

改
正
や
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
補
正

予
算
等
26
件
、
市
議
会
基
本
条
例
を
含

む
発
議
案
２
件
が
可
決
さ
れ
、
ま
た
、
各

常
任
委
員
会
に
審
査
付
託
さ
れ
て
い
た

請
願
２
件
の
う
ち
１
件
が
賛
成
多
数
に

よ
り
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
補
正
後
の
本

年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
５
９

４
億
８
５
７
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
大
船
渡
市
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お

け
る
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
に
関

す
る
条
例
に
つ
い
て

地
域
再
生
法
に
基
づ
く
地
方
活
力
向

上
地
域
内
に
お
け
る
認
定
事
業
者
に
よ

る
新
設
施
設
等
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
税

の
不
均
一
課
税
を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

○
大
船
渡
市
防
災
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

に
つ
い
て

市
民
の
防
災
に
関
す
る
知
識
及
び
技

術
の
普
及
並
び
に
防
災
意
識
の
高
揚
を

図
る
と
と
も
に
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る

災
害
対
策
活
動
の
拠
点
と
す
る
た
め
、
大

船
渡
市
防
災
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
関
し
、

必
要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
。

・
設
置
位
置…

盛
町
字
下
館
下
35
番
地
１

・
条
例
施
行
日…

平
成
29
年
４
月
１
日

○
大
船
渡
市
立
小
学
校
設
置
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
赤

崎
小
学
校
の
移
転
整
備
に
伴
い
、
赤
崎

小
学
校
の
位
置
を
変
更
す
る
ほ
か
、
赤

崎
小
学
校
及
び
蛸
ノ
浦
小
学
校
の
統
合

等
に
関
し
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

・
変
更
位
置…

赤
崎
町
字
山
口
８
番
地
４

・
条
例
施
行
日…

平
成
29
年
４
月
１
日

○
大
船
渡
市
立
中
学
校
設
置
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
赤

崎
中
学
校
の
移
転
整
備
に
伴
い
、
赤
崎

中
学
校
の
位
置
を
変
更
す
る
ほ
か
、
所

要
の
規
定
の
整
備
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

・
変
更
位
置…

赤
崎
町
字
山
口
１
０
７
番
地
１

・
条
例
施
行
日…

平
成
29
年
４
月
１
日

○
大
船
渡
市
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

大
船
渡
市
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
指
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

・
施
設
の
名
称

…

大
船
渡
市
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
清
水
地
域
防
災
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

・
指
定
管
理
者…

清
水
公
民
館

・
指
定
の
期
間…

平
成
29
年
１
月
27

日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

○
平
成
28
年
度
大
船
渡
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

赤
崎
中
学
校
移
転
事
業
を
は
じ
め
と

し
た
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
経
費
、
前
年

度
繰
越
金
の
確
定
に
よ
る
財
政
調
整
基

金
積
立
金
な
ど
の
補
正
、
防
災
集
団
移

転
促
進
事
業
な
ど
に
伴
う
債
務
負
担
行

為
の
追
加
及
び
変
更
を
行
う
も
の
。
補

正
予
算
の
規
模
は
58
億
９
２
６
０
万
円
。

▼
主
な
内
容

・
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
基
金
積
立
金

…

38
億
８
３
２
６
万
円

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

…

12
億
１
３
３
２
万
円

・
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

…

４
億
３
６
５
０
万
円

・
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

…

△
１
億
１
０
８
８
万
円

・
赤
崎
中
学
校
移
転
事
業

…

２
億
２
８
８
０
万
円

�

�

�

�

主

な

議

案

平成 28年

第４回定例会
｢

大
船
渡
市
議
会
基
本
条
例｣

及
び

一
般
会
計
補
正
予
算
を

全
会
一
致
で
可
決

～
議
案
26
件
及
び
発
議
案
２
件
を
可
決
、
請
願
１
件
を
採
択
～
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○
平
成
28
年
度
大
船
渡
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て

県
の
例
に
準
じ
た
給
与
の
改
正

等
に
伴
う
人
件
費
の
調
整
に
つ
い

て
補
正
を
行
う
も
の
。
補
正
予
算

の
規
模
は
１
７
３
０
万
円
。

▼
主
な
内
容

・
県
の
例
に
準
じ
た
給
与
の
改
正
に

伴
う
調
整
額

２
５
２
５
万
円

○
請
願
第
２
号
（
不
採
択
）

「
若
者
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る

年
金
制
度
の
実
現
を
求
め
る
請
願
」

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
審
査
が
行
わ
れ
た
。
委
員
会

で
は
「
年
金
の
隔
月
支
給
を
毎
月
支

給
に
改
め
る
こ
と
や
年
金
支
給
開

始
年
齢
を
現
行
以
上
に
引
き
上
げ

な
い
こ
と
に
は
賛
同
で
き
る
。
」
、

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
や
年
金
積

立
金
の
株
式
運
用
は
、
財
源
を
確
保

す
る
観
点
や
、
こ
れ
か
ら
の
少
子
高

齢
化
社
会
の
中
、
年
金
制
度
を
維
持

し
て
い
く
た
め
の
方
策
で
あ
り
、
年

金
制
度
を
信
頼
で
き
る
も
の
に
す

る
た
め
に
必
要
な
取
組
な
の
で
、
一

概
に
廃
止
は
で
き
な
い
。
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。
委
員
会
及
び

本
会
議
に
お
い
て
採
決
が
行
わ
れ

た
結
果
、
賛
成
少
数
に
よ
り
「
不
採

択
」
と
な
っ
た
。

○
請
願
第
３
号
（
採
択
）

「
農
協
改
革
・
指
定
生
乳
生
産
者
団

体
制
度
維
持
に
関
す
る
請
願
」

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
審
査
が
行
わ
れ
た
。
委
員
会

で
は
「
請
願
書
に
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
の

農
産
物
委
託
販
売
の
廃
止
と
全
量

買
取
販
売
へ
の
転
換
や
信
用
事
業

を
含
む
Ｊ
Ａ
を
３
年
後
を
目
途
に

半
減
さ
せ
る
等
一
方
的
な
内
容
に

な
っ
て
い
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創

生
本
部
の
決
定
が
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
事
項
は
盛
り
込
ま
れ
て
お
ら
ず
、

請
願
者
の
意
を
汲
ん
だ
形
に
な
っ

て
い
る
。
」
、
「
政
府
の
方
針
は
決
定

し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
地
方

の
農
協
も
集
中
的
に
自
己
改
革
に

取
り
組
ん
で
お
り
請
願
の
内
容
に

賛
成
で
き
る
。
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。
委
員
会
及
び
本
会
議
に

お
い
て
採
決
が
行
わ
れ
た
結
果
、
賛

成
多
数
に
よ
り
「
採
択
」
と
な
っ
た
。

○
発
議
案
第
３
号

「
大
船
渡
市
議
会
基
本
条
例
に
つ

い
て
」

市
議
会
基
本
条
例
は
議
会
の
活

動
理
念
、
議
員
の
責
務
及
び
活
動
原

則
な
ど
の
議
会
の
基
本
事
項
を
定
め

た
も
の
で
、
議
会
基
本
条
例
策
定
特

別
委
員
会
の
発
議
に
よ
り
提
案
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
施
行
さ
れ

た
。
（
詳
細
は
14
～
18
ペ
ー
ジ
参
照
）

○
発
議
案
第
４
号

「
農
協
改
革
・
指
定
生
乳
生
産
者
団

体
制
度
維
持
に
関
す
る
意
見
書
に

つ
い
て
」

①
農
協
改
革
に
つ
い
て
は
自
己

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
実
態
に

鑑
み
協
同
組
合
と
し
て
の
自
主
性

を
損
な
う
よ
う
な
介
入
は
行
わ
な
い

こ
と
、
②
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
制

度
は
生
乳
の
特
性
を
ふ
ま
え
酪
農

家
が
営
々
と
努
力
を
積
み
重
ね
創

り
上
げ
て
き
た
極
め
て
重
要
な
仕

組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
機

能
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
を
内
容
と
し
た
意
見
書
を
衆
参

議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
農
林

水
産
大
臣
に
提
出
す
る
議
員
発
議

案
が
提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数
に
よ
り

可
決
さ
れ
た
。

�

�

請

願

�

�

�

発

議

案

平成28年度一般会計等補正予算一覧表

会 計 名 補正予算額 予算総額

一般会計 59 億 990 万円 594 億 8,570 万円

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定） △ 95万円 1,227 万 6千円

介護保険特別会計（保険事業勘定） 565 万 2千円 43億 2,084 万 4千円

簡易水道事業特別会計 968 万 9千円 3億 4,743 万円

漁業集落排水事業特別会計 財源振替 6億 7,639 万 2千円

後期高齢者医療特別会計 435 万 4千円 4億 1,921 万 4千円

公共下水道事業特別会計 851 万 9千円 23億 7,256 万 8千円

国民健康保険特別会計（事業勘定） △ 2,237 万 6千円 57億 5,400 万 9千円

国民健康保険特別会計（診療施設勘定） △ 991 万 6千円 3億 1,365 万 5千円
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一 般 質 問

児
童
生
徒
数
の
将
来
推

計
な
ど
を
も
と
に
実
情
に

あ
っ
た
よ
り
良
い
教
育
環
境

を
つ
く
る
た
め
、
市
立
小
・中

学
校
適
正
規
模
・適
正
配
置

基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し

た
こ
と
か
ら
統
廃
合
後
の
学

校
体
育
館
の
利
活
用
の
検
討

が
必
要
。
県
内
に
は
、
廃
校
と

な
っ
た
学
校
体
育
館
の
床
を

撤
去
し
、
土
床
や
人
工
芝
に

改
修
し
全
天
候
型
の
体
育
施

設
と
し
て
活
用
し
て
い
る
例

が
あ
る
。
当
市
で
も
、学
校
体

育
館
に
新
た
な
特
色
を
持
た

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
運

動
意
欲
の
向
上
や
健
康
増
進
、

各
種
大
会
や
合
宿
誘
致
等
、

幅
広
い
効
果
が
期
待
さ
れ
る

と
推
察
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

廃
校
後
の
体
育
館
を
土
床
体

育
館
に
改
修
す
る
こ
と
に
つ

い
て
見
解
を
伺
う
。

市
長

今
後
、
小
中
学

校
の
統
廃
合
が
進
み
、
空
き

施
設
と
な
る
体
育
館
が
発
生

す
る
と
想
定
さ
れ
る
。
一
般

に
学
校
は
、
地
域
の
象
徴
的

存
在
と
し
て
長
年
地
域
住
民

か
ら
身
近
な
公
共
施
設
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
又
、

今
年
度
中
に
は
、
小
中
学
校

体
育
館
の
全
て
の
耐
震
改
修

工
事
が
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、

閉
校
後
に
お
い
て
も
、
新
耐

震
基
準
に
適
合
し
た
体
育
館

の
積
極
的
な
活
用
の
検
討
が

必
要
。
提
案
さ
れ
た
土
床
体

育
館
は
、
社
会
体
育
施
設
と

し
て
転
用
を
図
り
、
市
民
の

利
用
に
供
し
て
い
る
他
市
の

例
も
あ
る
。
天
候
等
に
左
右

さ
れ
ず
に
利
用
で
き
る
の
で
、

一
定
の
利
用
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
閉
校
後
の

学
校
体
育
館
の
有
効
活
用
策

と
し
て
検
討
す
る
。（
他
に
、

仮
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
設
備
の

有
効
活
用
を
質
問
）

渕上 清 議員

屋内運動場となった土床体育館（一関市）

学
校
体
育
館
の

有
効
活
用
の
一
つ
と
し
て
検
討

答
土
床
体
育
館
に
改
修
し
、

特
色
あ
る
体
育
施
設
を

問問

答

�
�
�
�
�
�
�

こ
こ
が
聞
き
た
い

�
�
�
�
�

市
政
課
題
で�

�
�
�
�

活
発
な
論
戦

平
成
28
年
市
議
会
第
４
回
定
例
会
の
一
般
質
問
は
12
月
14
・
15
・
16
日
の
３
日
間
行
わ
れ
、
11
名

の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
質

問
順
に
紹
介
し
ま
す
。
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一 般 質 問

大
船
渡
駅
周
辺
地
区
の

津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業
区

域
内
の
か
さ
上
げ
地
で
は
、

新
し
い
商
業
施
設
が
来
春
の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン

フ
ラ
整
備
が
進
む
に
つ
れ
、

整
備
後
の
商
業
施
設
に
新
た

な
人
の
流
れ
を
生
み
出
す
た

め
の
、
ま
た
活
力
を
取
り
戻

す
施
策
を
知
恵
を
絞
っ
て
考

え
、
大
船
渡
市
全
体
が
豊
か

に
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

う
が
具
体
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

副
市
長

大
船
渡
駅
周

辺
地
区
の
津
波
復
興
拠
点
整

備
事
業
区
域
の
復
興
ま
ち
づ

く
り
に
お
い
て
は
、
当
市
の

中
心
市
街
地
と
し
て
持
続

性
、発
展
性
を
確
保
し
つ
つ
、

多
く
の
人
が
集
ま
る
よ
う
な

「
魅
力
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま

ち
」
と
し
て
い
く
た
め
、
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法

を
導
入
す
る
こ
と
と
し
て
株

式
会
社
キ
ャ
ッ
セ
ン
大
船
渡

を
昨
年
12
月
に
設
立
し
た
。

区
域
内
の
商
業
エ
リ
ア
に
つ

い
て
も
、
１
街
区
の
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
や
３
街
区

の
宿
泊
施
設
、
６
街
区
の
大

規
模
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
各
街
区
の
特
色

を
前
面
に
打
ち
出
し
て
い

る
。
他
の
商
店
街
街
区
に
つ

い
て
も
地
元
の
食
材
を
生
か

し
た
飲
食
店
や
産
直
施
設
の

配
置
、
地
域
住
民
に
愛
さ
れ

て
い
た
商
店
の
集
約
な
ど
、

中
心
市
街
地
の
新
た
な
魅
力

の
創
造
に
向
け
た
整
備
を
進

め
て
お
り
、
今
後
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
通
し
て
商
業
エ
リ

ア
全
体
の
魅
力
を
発
信
し
な

が
ら
、
区
域
全
体
の
活
性
化

に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

小松龍一 議員

新たなまちづくりの様子

魅
力
と
賑
わ
い
の
あ
る

ま
ち
に
し
て
い
く

答
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問

台
風
10
号
が
大
船
渡

市
付
近
に
上
陸
し
、
県
内
沿

岸
で
記
録
的
な
大
雨
と
な

り
、
土
砂
崩
れ
、
浸
水
な
ど

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
市
内
で
も
冠
水
、
倒
木

被
害
な
ど
で
通
行
止
め
と
な

り
孤
立
し
た
集
落
も
で
て
い

る
。
本
市
に
お
け
る
中
山
間

地
の
防
災
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

大
雨
に
よ
る
洪

水
や
土
砂
災
害
な
ど
に
よ
る

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

は
、
中
山
間
地
が
多
い
当
市

で
は
避
難
を
す
る
際
、
土
砂

崩
れ
の
発
生
等
に
よ
り
避
難

所
に
避
難
で
き
な
い
状
況
に

陥
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
災
害
の
発
生
を
予
測
し

た
早
め
の
行
動
が
必
要
で
あ

る
。

介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

第
６
期
介
護
保
険
事
業

計
画
も
折
り
返
し
地
点
を
過

ぎ
た
が
、
介
護
職
員
の
人
材

不
足
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
待
機
高
齢
者
の
解
消
な
ど

当
市
と
し
て
の
課
題
に
つ
い

て
伺
う
。

部
長

第
６
期
介
護
保

険
事
業
計
画
に
お
け
る
課
題

と
し
て
は
、
計
画
的
な
介
護

施
設
の
整
備
、
在
宅
で
も
必

要
な
医
療
や
介
護
の
ケ
ア
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制

づ
く
り
、
地
域
で
の
助
け
合

い
活
動
の
創
出
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
特
に
も
介
護
職
員

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
極
め

て
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の

た
め
の
具
体
的
な
取
組
と
し

て
、
既
存
施
設
の
有
効
活
用

を
含
め
た
介
護
施
設
の
整
備

や
介
護
予
防
事
業
の
推
進
を

図
る
。

奥山行正 議員

台風10号による被害

災
害
の
発
生
を
予
測
し
た

早
め
の
行
動
を

答
地
域
防
災

中
山
間
地
の
防
災
対
策
は

問

答

問

答

問 答 問
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一 般 質 問

災
害
公
営
住
宅
の
空
き

部
屋
に
対
す
る
住
宅
再
建
意

向
未
決
定
者
へ
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長

こ
の
度
応
急
仮

設
住
宅
に
入
居
す
る
８
５
１

戸
を
対
象
に
し
た
住
ま
い
の

意
向
調
査
に
お
い
て
98
・
３

％
が
回
収
さ
れ
、
意
向
未
定

は
１
１
３
戸
と
な
っ
た
。
そ

の
内
回
収
後
に
35
戸
が
決

定
し
現
在
の
意
向
未
決
定
者

は
87
戸
で
あ
る
。
今
後
に

お
い
て
災
害
公
営
住
宅
に
入

居
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
19

戸
で
あ
り
、
希
望
さ
れ
る
方

は
68
戸
と
な
っ
た
。
現
在

に
お
け
る
災
害
公
営
住
宅
の

入
居
可
能
戸
数
が
80
戸
で

あ
る
こ
と
か
ら
災
害
公
営
住

宅
入
居
希
望
者
は
す
べ
て
入

居
可
能
で
あ
る
。
今
後
に
お

い
て
、
応
急
仮
設
住
宅
の
特

定
延
長
に
移
行
す
る
平
成
30

年
度
ま
で
に
住
宅
再
建
が
完

了
す
る
よ
う
支
援
す
る
。

防
災
集
団
高
台
移
転
に
対
す

る
住
宅
未
決
定
者
の
意
向

防
災
集
団
高
台
移
転
の

空
き
地
と
希
望
地
に
対
す
る

対
応
は
。

局
長

造
成
工
事
が
完

了
し
た
宅
地
は
、
順
調
に
引

き
渡
し
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
家
庭
事
情
等
に
よ
り
現

在
２
区
画
の
空
き
区
画
が
発

生
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
後

赤
崎
地
区
に
お
い
て
も
空
き

区
画
が
予
想
さ
れ
る
。
住
宅

再
建
意
向
未
決
定
者
に
防
災

集
団
高
台
移
転
事
業
に
よ
る

住
宅
再
建
の
情
報
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
新
た
な
希
望

者
が
な
け
れ
ば
そ
の
後
は
公

募
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

答

整備が完了した災害公営住宅

空
き
部
屋
80
戸
に
対
し
て

入
居
希
望
世
帯
は
68
戸

答
災
害
公
営
住
宅
の
空
き
部
屋
に

対
す
る
意
向
調
査
は

問問

伊藤力也 議員

大
船
渡
駅
周
辺
の
整
備

が
進
み
、
防
災
交
流
施
設
と

し
て
津
波
防
災
拠
点
施
設
や

公
園
等
の
整
備
が
行
わ
れ
る

が
、
港
の
賑
わ
い
創
出
や
商

店
街
の
活
性
化
、
当
市
Ｐ
Ｒ

の
た
め
、「
み
な
と
オ
ア
シ

ス
」
に
申
請
し
、
更
な
る
ま

ち
づ
く
り
の
促
進
を
図
る
べ

き
と
思
う
が
、
見
解
は
。

室
長

み
な
と
オ
ア
シ

ス
の
認
定
要
件
は
、地
域
住
民

や
観
光
客
が
交
流
で
き
る
空

間
を
有
し
て
い
る
こ
と
、地
域

住
民
や
観
光
客
に
対
し
地
域

情
報
や
観
光
情
報
を
発
信
す

る
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
、

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等
、み
な
と
の

賑
わ
い
を
作
り
出
す
活
動
が

地
域
住
民
参
加
の
元
で
継
続

的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。認
定
に
よ
る
国

か
ら
の
支
援
内
容
は
、国
交
省

Ｈ
Ｐ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
へ
の
掲

載
、道
路
標
識
の
設
置
や
道

路
地
図
へ
の
掲
載
等
の
ほ
か
、

外
国
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
乗
船

客
に
対
応
し
た
表
示
の
多
言

語
化
、社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
を
活
用
し
た
緑
地
等

の
港
湾
施
設
整
備
等
と
な
っ

て
い
る
。国
で
は
本
制
度
の
見

直
し
作
業
を
行
っ
て
お
り
、ク

ル
ー
ズ
客
船
の
乗
船
客
の
休

憩
・
交
流
の
場
と
し
て
の
機
能
、

災
害
発
生
時
の
支
援
物
資
の

受
入
機
能
や
備
蓄
機
能
な
ど

防
災
面
に
お
い
て
も
、み
な
と

オ
ア
シ
ス
を
活
用
し
て
い
く
と

し
て
い
る
。市
と
し
て
は
、地
域

住
民
の
交
流
や
ク
ル
ー
ズ
客

船
寄
港
を
含
む
観
光
振
興
を

通
し
た
地
域
活
性
化
が
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
、津
波
防
災

拠
点
施
設
を
主
要
施
設
と
す

る「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」へ
の
認

定
・
登
録
に
向
け
取
組
を
進
め

て
い
き
た
い
。

千葉 盛 議員

申請が期待される拠点施設の周辺

認
定
・
登
録
に
向
け
て

取
組
を
進
め
て
い
き
た
い

答
地
域
活
性
化
の
た
め

み
な
と
オ
ア
シ
ス
の
申
請
を

問問

答

答

問
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一 般 質 問

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
身
体
機
能
の
回
復
や
残

さ
れ
た
能
力
を
引
き
の
ば

し
、
家
庭
生
活
へ
の
復
帰
や

社
会
参
加
を
促
す
こ
と
で
、

そ
の
人
の
生
活
を
支
え
る
も

の
で
あ
る
。
高
齢
化
や
病
気

に
よ
り
身
体
機
能
に
障
害
を

も
つ
方
の
た
め
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
体
制
の
整
備
が

必
要
と
考
え
る
が
当
市
の
対

応
は
。市

長

気
仙
地
域
に
関

し
て
は
、
急
性
期
の
患
者
が

減
少
し
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
必
要
と
す
る
回
復
期
の

患
者
が
増
加
す
る
も
の
と
予

想
さ
れ
て
お
り
、
回
復
期
病

床
へ
の
転
換
を
進
め
る
と
さ

れ
て
い
る
。
今
後
は
、
病
院

や
介
護
事
業
所
で
の
リ
ハ
ビ

リ
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
、

理
学
療
法
士
等
の
確
保
に
努

め
、
拡
大
す
る
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体

制
を
整
備
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
施
設
の
整

備
は
、
介
護
職
員
の
不
足
な

ど
課
題
も
多
い
よ
う
だ
。
施

設
へ
の
入
所
待
機
者
の
現
状

と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

部
長

当
市
の
施
設
入

所
待
機
者
は
平
成
28
年
４
月

１
日
現
在
、
在
宅
待
機
者
が

75
人
、
早
期
入
所
が
必
要
な

方
は
57
人
で
あ
る
。
待
機
者

の
解
消
の
た
め
、
施
設
の
40

床
の
増
床
を
進
め
、
20
床
は

決
ま
り
、
残
り
20
床
は
応
募

が
な
い
状
況
。
今
後
は
、
介

護
現
場
へ
の
外
国
人
受
入
れ

も
含
め
た
介
護
職
員
の
確
保

策
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と

協
議
し
諸
課
題
の
解
決
策
に

つ
い
て
検
討
を
深
め
て
い
く
。

今野善信 議員

治療に伴うリハビリを担う大船渡病院

理
学
療
法
士
等
の
確
保
に
努
め

整
備
し
て
い
き
た
い

答
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
体
制
の

整
備
に
対
策
は

問

学
校
は「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
核
」と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
。今
回
の「
適
正
配

置
計
画
」に
よ
る
と
、吉
浜
地

区
か
ら
小
学
校
も
中
学
校
も

無
く
な
る
心
配
が
あ
る
が
、「
地

域
に
と
っ
て
の
学
校
の
存
在
」を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長

学
校
は
子
ど

も
達
の
教
育
の
場
に
と
ど
ま

ら
ず
、地
域
振
興
の
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。今
回
の
計
画
を

進
め
る
こ
と
で
閉
校
と
な
る

地
域
は
活
力
低
下
が
心
配
さ

れ
る
が
、学
区
拡
大
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
す
取
り
組
み
を
工

夫
す
る
こ
と
で
地
域
活
力
の

維
持
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

出
来
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

「
複
式
学
級
」
に
も
利
点
が

た
く
さ
ん
あ
る
が

「
複
式
学
級
に
な
っ
た
ら

統
合
」と
し
て
い
る
が
、県
内
に

複
式
学
級
を
持
つ
学
校
が
60

校
以
上
あ
る
。こ
れ
ま
で
子
ど

も
達
の
学
習
到
達
度
を
始
め

と
す
る
教
育
上
の
問
題
も
な

く
学
制
発
布
以
来
１
４
５
年

も
存
続
し
て
き
た
。複
式
学
級

の
担
任
を
し
た
経
験
も
あ
る

が
、複
式
学
級
で
は
、

○
み
ん
な
主
人
公
で
、ひ
と
り
一

人
に
目
が
行
き
届
く
こ
と

○
２
学
年
の
内
容
を
関
連
づ

け
た
指
導
も
出
来
る
こ
と

な
ど
、良
い
面
も
た
く
さ
ん
あ

る
。教
育
環
境
が
悪
い
と
ば
か

り
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長

複
式
学
級
は
、

２
つ
の
学
年
を
１
つ
に
編
成
し

た
学
級
で
、担
任
・
児
童
、双
方

に
負
担
が
大
き
い
と
さ
れ
て
い

る
。当
市
と
し
て
は
、子
ど
も

達
を
よ
り
良
い
教
育
環
境
の

下
で
学
ば
せ
た
い
と
の
考
え
か

ら
複
式
学
級
の
措
置
を
極
力

回
避
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

東 堅市 議員

吉浜小学校

学
区
拡
大
の
利
点
を
生
か
し

地
域
活
力
を
維
持
す
る

答
地
域
に
と
っ
て
の

学
校
の
存
在
を
ど
う
考
え
る

問

答

問

問

答

問

答

答

問
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一 般 質 問

災
害
公
営
住
宅
へ
の
入

居
が
進
ん
で
お
り
一
安
心
さ

れ
た
方
が
多
い
と
思
う
。

し
か
し
、
収
入
の
少
な
い

世
帯
は
家
賃
の
減
免
措
置
が

今
後
ど
う
な
る
の
か
、
よ
く

分
か
ら
な
い
と
不
安
を
訴
え

て
い
る
。

市
営
住
宅
に
つ
い
て
、
減

免
家
賃
は
ど
の
よ
う
な
内
容

な
の
か
伺
う
。

部
長

市
営
の
家
賃
の

減
免
期
間
は
10
年
間
。
一

つ
は
減
免
額
を
算
定
し
５
年

間
は
１
０
０
％
減
額
さ
れ
５

年
を
超
え
る
と
徐
々
に
減
免

割
合
が
下
が
る
方
法
。
二
つ

目
は
世
帯
員
数
と
総
収
入
額

に
応
じ
た
額
を
本
来
家
賃
か

ら
減
免
す
る
方
法
。
こ
の

内
、
年
度
ご
と
に
減
免
額
が

大
き
い
方
を
採
用
す
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
。

県
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

県
が
管
理
す
る
災
害
公

営
住
宅
の
低
収
入
の
方
は
、

１
年
毎
の
申
請
で
減
免
措
置

が
継
続
さ
れ
て
い
く
と
聞
い

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
承

知
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。
市

営
と
県
営
の
減
免
期
間
が

違
っ
て
い
る
と
な
れ
ば
、
大

き
な
差
が
出
て
不
平
等
に
な

る
が
伺
う
。

部
長

県
営
の
住
宅
に

つ
い
て
は
、
震
災
前
に
制
定

し
た
規
定
が
あ
り
生
活
保
護

基
準
額
を
収
入
が
下
回
る
世

帯
に
つ
い
て
入
居
者
の
申
請

に
よ
っ
て
家
賃
を
１
割
か
ら

９
割
の
５
段
階
で
１
年
毎
に

減
免
す
る
も
の
。

減
免
の
対
象
は
、
災
害
公

営
住
宅
に
限
ら
ず
、
既
存
の

県
営
住
宅
も
対
象
と
な
っ
て

い
る
。

答

災害公営住宅の将来家賃は

市
営
の
災
害
公
営
住
宅
の

家
賃
減
免
10
年
間

答
被
災
者
が
住
み
続
け
ら
れ
る

減
免
家
賃
の
継
続
を

問問

田中英二 議員

28
年
11
月
に
一
部
の

市
内
業
者
等
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
基
に
、
27
年
は
要
望
し
て

い
た
肋
骨
道
路
に
接
続
す
る

専
用
道
要
望
を
断
念
し
、
１

０
７
号
・
３
９
７
号
の
改
良

を
気
仙
三
市
町
の
総
意
と
し

た
と
説
明
さ
れ
た
。

私
は
一
年
も
経
た
な
い
内

に
、
し
か
も
大
き
な
運
動
も

や
ら
ず
に
な
ぜ
心
変
り
し
た

の
か
全
く
理
解
で
き
な
い
。

今
回
大
船
渡
市
が
目
指
す

東
北
横
断
自
動
車
道
釜
石
・

秋
田
線
に
接
続
す
る
新
ル
ー

ト
の
要
望
断
念
の
理
由
と
そ

の
経
緯
に
つ
い
て
具
体
的
に

答
弁
を
求
め
る
。

市
長

大
船
渡
遠
野
連

絡
道
路
の
実
現
に
つ
い
て
、

昨
年
の
要
望
以
後
、
沿
岸
広

域
振
興
局
と
も
課
題
、
効
果

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し

て
き
た
。
事
業
化
に
あ
た
っ

て
は
、
県
の
公
共
事
業
評
価

に
お
い
て
、
時
間
短
縮
効
果

な
ど
計
画
の
妥
当
性
が
求
め

ら
れ
る
た
め
、
市
内
の
関
係

団
体
で
構
成
す
る
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
検
討
会
の
中
で
、

事
業
費
や
時
間
短
縮
効
果
を

検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

整
備
に
は
莫
大
な
事
業
費
が

か
か
る
こ
と
か
ら
実
現
性
は

少
な
く
、
ま
た
、
国
道
１
０

７
号
の
改
良
で
あ
れ
ば
気
仙

二
市
一
町
が
一
致
で
き
る
可

能
性
が
高
ま
る
と
想
定
さ
れ

た
。
今
回
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
検
討
会
の
結
果
を
踏
ま
え
、

将
来
的
に
は
地
域
高
規
格
道

路
の
指
定
を
目
指
し
な
が
ら

大
船
渡
港
の
利
用
促
進
と
物

流
及
び
交
流
人
口
の
拡
大
、

市
内
経
済
の
活
性
化
等
を
図

り
、
こ
の
路
線
の
重
要
性
を

高
め
、
道
路
整
備
の
実
現
に

向
け
取
り
組
む
。

船野 章 議員

内陸部と気仙地域を結ぶ幹線道路

関
係
団
体
と
連
携
し

整
備
に
向
け
取
り
組
む

答
高
規
格
道
路
に
接
続
す
る

道
路
要
望
断
念
に
つ
い
て

問問

答

答

問
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一 般 質 問

地
方
の
産
業
振
興
策
と

し
て
、
輸
出
産
業
の
有
力
候

補
で
あ
る
日
本
の
養
殖
業

は
、
世
界
で
優
位
性
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
災
害
危
険
区
域
等
の
土

地
利
用
に
つ
い
て
、
そ
の
地

域
と
の
協
議
の
上
で
決
め
る

と
さ
れ
て
い
る
が
、
低
迷
す

る
水
産
業
の
伸
び
し
ろ
と
し

て
、
魚
介
類
の
陸
上
養
殖
を

推
進
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

部
長

世
界
の
水
産
物

需
要
が
増
大
す
る
中
、
海
面

養
殖
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と

か
ら
陸
上
養
殖
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
て
お
り
、水
産
庁
も
陸

上
養
殖
の
知
見
や
技
術
等
を

集
約
し
て
い
る
。海
面
養
殖
と

比
較
し
て
、場
所
の
制
約
が
少

な
い
こ
と
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。当
市
と
し
て
は
、岩
手

大
学
の
事
業
化
を
見
据
え
た

陸
上
養
殖
の
研
究
成
果
等
の

情
報
共
有
を
図
っ
て
、陸
上
養

殖
の
可
能
性
を
考
え
る
。

湾
口
防
波
堤
の
海
底
で
の
発

電
開
発
に
つ
い
て

某
大
学
の
情
報
か
ら
、

工
事
中
の
湾
口
防
波
堤
の
海

底
の
通
水
口
に
水
流
が
起

こ
っ
て
い
る
と
の
事
だ
が
、

湾
内
海
底
の
発
電
の
可
能
性

に
つ
い
て
伺
う
。

部
長

通
水
管
は
直
径

約
3.5
ｍ
の
物
が
18
本
設
置

さ
れ
て
お
り
、
建
設
途
上
に

お
け
る
国
の
海
水
交
換
調
査

に
よ
る
と
、
時
期
に
よ
っ
て

変
動
は
あ
る
が
秒
速
0.2
～

0.5
ｍ
の
流
れ
が
観
測
さ
れ

て
い
る
。
分
析
結
果
で
は
、

複
数
の
要
因
が
絡
む
不
規
則

な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
般
的
な
潮
流
発
電
の
知
見

を
適
用
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。

森 操 議員

工事中の湾口防波堤

岩
手
大
学
の
陸
上
養
殖
の

成
果
等
で
可
能
性
を
探
る

答
災
害
危
険
区
域
等
の
土
地
に

陸
上
養
殖
の
推
進
を

問

平
成
28
年
度
に
整
備

す
る
と
し
て
い
る
、
定
員
20

人
の
介
護
老
人
福
祉
施
設

と
、
定
員
29
人
の
介
護
老
人

保
健
施
設
、
さ
ら
に
吉
浜
地

区
を
対
象
と
し
た
認
知
症
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
及
び

小
規
模
多
機
能
型
居
住
介
護

施
設
、
こ
れ
ら
の
整
備
見
通

し
は
ど
う
か
伺
う
。

市
長

施
設
入
所
が
必

要
な
高
齢
者
に
対
し
安
定
的

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、
第
６
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
お
い
て
平
成
28
年

度
に
、
施
設
の
整
備
を
計
画

し
た
。
運
営
事
業
者
を
公
募

し
た
と
こ
ろ
、
20
床
増
床
計

画
の
み
に
応
募
が
あ
り
、
そ

の
他
に
は
現
時
点
で
応
募
が

な
い
。
建
設
費
の
高
騰
や
、

介
護
職
員
確
保
が
難
し
い
等

の
背
景
が
あ
る
。
今
後
、
次

の
計
画
の
策
定
で
、
効
果
的

な
整
備
計
画
と
な
る
よ
う
検

討
し
て
い
く
。

認
知
症
高
齢
者
へ
の
対
応
は

認
知
症
に
よ
る
徘
徊
や

行
方
不
明
に
な
る
な
ど
の
行

動
で
、
高
齢
の
配
偶
者
や
、

仕
事
を
持
つ
家
族
は
大
き
な

負
担
が
か
か
り
苦
労
し
て
い

る
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
重
要
だ
が
、
認
知
症
高
齢

者
へ
の
対
応
を
市
と
し
て
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

室
長

国
の
認
知
症
施

策
推
進
総
合
戦
略
で
、
全
て

の
市
町
村
で
支
援
事
業
を
平

成
30
年
度
ま
で
に
実
施
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
認

知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
配

置
や
、
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
の
設
置
を
検
討
し

て
い
る
。
認
知
症
の
人
と
家

族
等
へ
の
相
談
対
応
の
充
実

等
に
努
め
て
い
く
。

滝田松男 議員

市内の介護施設

効
果
的
な
整
備
計
画
を検

討
し
て
い
く

答
介
護
施
設
等
の
整
備
見
通
し
は

問問

答

問

答

答

問

問

答
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10
月
28
日
に
開
催
さ
れ
、
３

件
の
報
告
の
ほ
か
、
５
件
の
議

案
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▼
主
な
議
案

○
大
船
渡
市
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
設
置
管
理
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

新
た
に
清
水
地
域
防
災
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
設
置

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

災
害
公
営
住
宅
「
下
舘
下
ア

パ
ー
ト
」

○
大
船
渡
市
公
営
住
宅
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
施
設
の
名
称

…

下
舘
下
ア
パ
ー
ト

・
指
定
管
理
者

…

株
式
会
社
寿
広

▼
請
負
契
約
に
つ
い
て

○
中
赤
崎
地
区
（
そ
の
６

－

１
）

防
災
集
団
移
転
住
宅
団
地
整

備
工
事
の
請
負
変
更
契
約

・
変
更
後
の
契
約
金
額

…

３
億
８
５
９
７
万
円

○
学
校
施
設
耐
震
改
修
（
そ
の

２
）
工
事
の
請
負
変
更
契
約

・
変
更
後
の
契
約
金
額

…

２
億
４
３
７
５
万
円

○
永
浜
地
区
（
そ
の
２
）
防
災

集
団
移
転
住
宅
団
地
整
備
工

事
及
び
永
浜
地
区
道
路
新
設

工
事
の
請
負
変
更
契
約

・
変
更
後
の
契
約
金
額

…

９
億
２
２
６
０
万
円

○
（
仮
称
）
共
同
利
用
コ
ン
テ

ナ
用
上
屋
新
築
工
事
の
請
負

契
約

・
請
負
契
約
者

…

株
式
会
社
佐
賀
組

・
請
負
契
約
金
額

…

３
億
２
７
２
４
万
円

▼
委
託
契
約
に
つ
い
て

○
大
船
渡
地
区
津
波
復
興
拠
点

整
備
事
業
津
波
防
災
拠
点
施

設
等
工
事
他
業
務
に
係
る
委

託
契
約

・
委
託
契
約
者…

独
立
行
政

法
人
都
市
再
生
機
構
岩
手

震
災
復
興
支
援
本
部

・
委
託
契
約
金
額

…

19
億
８
８
８
２
万
円

全 員 協 議 会

当
局
か
ら
の
次
の
よ
う
な
説
明
に
対
し
、

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

◎
内
陸
へ
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

つ
い
て

・
「
物
流
等
の
円
滑
化
と
活
性
化
を
図
る
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
検
討
会
」
に
お
け
る
検
討

結
果
に
つ
い
て

・
対
県
要
望
（
案
）
に
つ
い
て

気
仙
地
域
か
ら
東
北
横
断
自
動
車
道
釜
石

秋
田
線
宮
守
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
至
る
国

道
１
０
７
号
に
つ
い
て
、
白
石
峠
、
荷
沢
峠
な

ど
峠
部
の
新
た
な
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
及
び
屈

曲
区
間
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
な
ど
、
幹
線
横

断
道
路
に
相
応
し
い
改
良
整
備
の
事
業
化
に

向
け
、
早
期
に
検
討
に
着
手
す
る
こ
と
。

◎
土
地
利
用
方
針
図
の
見
直
し
等
に
つ
い
て

「
盛
地
区
・
大
船
渡
地
区
の
一
部
、
赤
崎
地

区
の
一
部
及
び
猪
川
地
区
の
一
部
」
の
土
地

利
用
方
針
図
の
見
直
し
を
行
う
。

◎
大
船
渡
駅
周
辺
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

・
事
業
計
画
（
第
４
回
変
更
）
案
に
係
る
資
金

計
画
の
概
要
な
ど

◎
大
船
渡
市
立
小
・
中
学
校
適
正
規
模
・
適
正

配
置
基
本
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

・
大
船
渡
市
立
小
・
中
学
校
適
正
規
模
・
適
正

配
置
基
本
計
画
（
案
）
の
策
定
に
つ
い
て

・
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
38
年
度
ま
で
の
向

こ
う
10
年
間
を
展
望
し
策
定
す
る
。

◎
復
興
交
付
金
事
業
計
画
等
に
つ
い
て

・
前
回
ま
で
の
配
分
済
額

８
０
６
億
５
９
６
４
万
円

・
今
回
配
分
額
（
国
費
）

17
事
業
に
77
億
３
１
３
３
万
円

・
合

計

８
８
３
億
９
０
９
７
万
円

◎
第
６
次
大
船
渡
市
農
業
振
興
基
本
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
29
年
度
を
初
年
度
と
し
、
平
成
32
年
度

を
目
標
年
次
と
す
る
４
か
年
計
画

・
地
域
特
性
を
活
か
し
た
農
林
業
の
振
興
を

目
指
し
、
農
地
の
保
全
と
活
用
、
農
業
経
営

の
安
定
支
援
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保
な
ど

に
取
り
組
む
。

９
月
26
日
開
催

10
月
28
日
開
催

11
月
25
日
開
催

12
月
９
日
開
催

12
月
26
日
開
催

◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆

第

６

回

臨

時

会
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静
岡
県
浜
松
市
と
愛

知
県
豊
田
市
、
安
城
市

を
視
察
し
ま
し
た
。

浜
松
市
で
は
「
市
税

滞
納
削
減
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
事

務
の
改
善
や
関
係
機
関

と
の
連
携
等
に
よ
り
、
累

積
滞
納
額
の
削
減
や
現

年
分
収
入
率
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

豊
田
市
が
進
め
る
地

域
自
治
シ
ス
テ
ム
の
「
わ

く
わ
く
事
業
」
で
は
、
地

域
を
良
く
す
る
た
め
の

活
動
に
対
し
て
、
１
中

学
校
区
あ
た
り
５
０
０

万
円
の
上
限
で
補
助
金

を
出
し
て
い
ま
す
。
地

域
課
題
に
対
し
て
住
民

が
自
ら
行
動
し
、
山
村

部
と
都
市
部
そ
れ
ぞ
れ

の
魅
力
を
併
せ
持
つ
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
し
た
。

安
城
市
で
は
、
病
院
の

移
転
跡
地
に
中
心
市
街

地

拠

点

施

設
「
ア
ン

フ
ォ
ー
レ
」
を
整
備
し
て

図
書
館
や
商
業
施
設
な

ど
の
相
乗
効
果
に
よ
り
年

間
１
０
０
万
人
の
利
用

を
目
指
し
、
中
心
市
街

地
の
賑
わ
い
創
出
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

兵
庫
県
赤
穂
市
と
、

姫
路
市
、
相
生
市
を
視

察
し
ま
し
た
。

赤
穂
市
民
病
院
で
は
、

病
院
改
革
プ
ラ
ン
を
策

定
し
、
本
館
の
改
修
、
新

病
棟
の
増
築
、
経
営
改

善
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

を
通
し
て
医
療
レ
ベ
ル

の
向
上
を
目
指
し
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

姫
路
市
教
育
委
員
会

で
は
、「
学
力
」「
人
間
関

係
力
」
を
培
う
こ
と
を

目
標
に
、
義
務
教
育
課

程
９
年
間
の
小
中
一
貫

教
育
を
進
め
、
教
職
員

の
意
識
改
革
と
指
導
力

向
上
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の

軽
減
等
、
「
目
指
す
子
ど

も
像
」
の
育
成
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

相
生
市
で
は
、
穏
や

か
な
気
候
風
土
に
加
え

姫
路
市
、
神
戸
市
の
近

郊
と
い
う
立
地
を
生
か

し
、
子
育
て
応
援
都
市

宣
言
を
掲
げ
て
、
子
育

て
応
援
施
策
「
11
の
鍵
」

の
実
施
に
よ
り
子
育
て

世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
定
住
促
進
を
図
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
し
た
。

愛
知
県
犬
山
市
、
和

歌
山
県
新
宮
市
、
三
重

県
志
摩
市
を
視
察
し
ま

し
た
。

犬
山
市
で
は
、
犬
山

城
の
周
辺
環
境
の
整
備

に
名
古
屋
鉄
道
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
犬
山
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
駅
の

宣
伝
ポ
ス
タ
ー
や
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
な
ど
の
宣
伝
活
動

に
よ
り
年
々
登
閣
者
数

を
伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。

太
平
洋
に
面
す
る
自

然
豊
か
な
新
宮
市
で
は
、

新
宮
港
を
活
用
し
た
企

業
誘
致
や
、
背
後
地
に

世
界
遺
産
登
録
さ
れ
て

い
る
紀
伊
山
地
の
参
詣

道
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

ク
ル
ー
ズ
船
誘
致
に
積

極
的
に
取
り
組
み
観
光

客
の
増
加
を
図
っ
て
い

ま
し
た
。

志
摩
市
で
は
、
漁
業

就
業
者
確
保
育
成
協
議

会
を
設
立
し
、
担
い
手

対
策
に
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
真
珠
な
ど
の
特

殊
産
業
や
地
域
の
豊
か

な
水
産
資
源
を
ブ
ラ
ン

ド
化
し
、
地
域
の
魅
力

の
発
信
に
努
め
地
域
そ

の
も
の
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
活
動
10
月
に
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た

総
務
常
任
委
員
会

市
税
滞
納
対
策
と
地
域
自
治
シ
ス
テ
ム

中
心
市
街
地
拠
点
整
備
を
視
察

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

小
中
一
貫
教
育
と子

育
て
応
援
施
策
を
視
察

産
業
建
設
常
任
委
員
会

観
光
客
誘
致
の
推
進
と
漁
業
後
継
者
育
成

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
活
用
を
視
察
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11
月
７
日
～
８
日
、
よ
り
親
し
ま
れ

る
議
会
だ
よ
り
の
編
集
を
目
指
し
て
、

山
形
県
酒
田
市
議
会
、
庄
内
町
議
会

の
両
編
集
委
員
会
を
視
察
し
ま
し
た
。

酒
田
市
議
会
で
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
紙
面
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
表

紙
、
色
使
い
、
レ
イ
ア
ウ
ト
等
を
工
夫

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
に
親
し

ま
れ
る
取
組
を
始
め
て
い
ま
す
。
同

市
に
は
多
数
の
文
化
財
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
貴
重
な
資
料
の
一
端
を
表
紙

で
紹
介
し
、
後
世
に
伝
え
引
き
継
ぐ

こ
と
を
大
切
に
考
え
た
紙
面
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
集
記
事
を
最
初
の
ペ
ー

ジ
に
配
置
し
、
市
内
の
高
校
生
や
大

学
生
か
ら
の
意
識
調
査
や
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
結
果
を
公
表

す
る
な
ど
、
若
い
人
に
も
関
心
を
も
っ

て
も
ら
う
取
組
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

庄
内
町
議
会
で
は
、
議
会
広
報
常

任
委
員
会
と
し
て
「
難
し
い
こ
と
を

や
さ
し
く
、
や
さ
し
い
こ
と
を
深
く
、

深
い
こ
と
を
ゆ
か
い
に
、
ゆ
か
い
な

こ
と
を
真
面
目
に
書
く
」
を
編
集
方

針
に
作
成
・
発
行
に
取
り
組
み
、
全
国

町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

平
成
24
～
26
年
度
連
続
で
入
選
し
て

お
り
、
平
成
24
年
度
は
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

特
に
伝
え
た
い
こ
と
を
特
集
し
た

ペ
ー
ジ
「
解
体
親
書
（
わ
か
り
た
い
し

ん
し
ょ
）
」
に
よ
っ
て
市
民
の
目
を
引

く
取
組
を
行
っ
た
り
、
目
の
不
自
由
な

方
の
た
め
に
、
議
会
広
報
を
テ
ー
プ
に

録
音
し
た
「
声
の
議
会
広
報
」
も
発
行

し
て
い
ま
し
た
。

11
月
１
日
、
気
仙
地
区
議
会
議
員

協
議
会
で
、
岩
手
県
に
対
す
る
要
望

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

気
仙
地
区
２
市
１
町
の
行
政
上
の

諸
課
題
を
９
点
に
ま
と
め
、
岩
手
県

知
事
宛
の
要
望
書
を
菊
地
一
彦
沿
岸

広
域
振
興
局
副
局
長
に
提
出
し
ま
し

た
。
特
に
も
「
東
北
横
断
自
動
車
道

に
接
続
す
る
ル
ー
ト
の
整
備
」
、
「
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
復
旧
・
復

興
」
、「
国
道
の
改
良
整
備
促
進
」
の
３

点
に
つ
い
て
は
、
重
点
項
目
と
し
て
実

現
に
向
け
て
強
く
働
き
か
け
ま
し
た
。

○平成29年第１回定例会等の日程（予定）

○

大船渡市議会

議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会

議
会
の
う
ご
き
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議会：主な活動日誌
10 月 21 日 議会基本条例研修会、議会基本条例策定特別委員会

24 日 議会運営委員会

25 日 光政会会派視察（～27 日）

28 日 第６回臨時会、全員協議会、平成 29 年度予算に係る会派要望

31 日 正副議長・常任委員長懇談会、平成 29 年度予算に係る地区要望

11 月１日
議会基本条例策定特別委員会、気仙地区議会議員協議会の岩手県に対する要望活動、市政調
査会管内研修視察（越喜来小学校・こども園）

２日 議会基本条例研修会、議会基本条例策定特別委員会

４日 総務常任委員会

７日 議会だより編集委員会行政視察（～８日）

９日 全員協議会、議会基本条例研修会、議会基本条例策定特別委員会

10 日 復興特別委員会幹事会、第 18 回赤崎小・中学校建設委員会

12 日 首都圏さんりく大船渡人会の集い

14 日
教育福祉常任委員会、産業建設常任委員会、市政調査会の県との情報交換会、第７回赤崎地
区・蛸ノ浦地区小学校統合協議会

15 日 新政同友会会派視察（～17 日）

17 日 岩手・宮城県際市町議会議長会の関係省庁等に対する要望活動

18 日 議会基本条例市民説明会

21 日 総務常任委員会、産業建設常任委員会と吉浜漁業協同組合との意見交換、会派代表者会

24 日
総務常任委員会と災害公営住宅入居者との意見交換、教育福祉常任委員会と市身体障がい者
協会との意見交換

25 日 全員協議会、復興特別委員会、市政調査会役員会

28 日
気仙広域連合議会第２回定例会、大船渡地区環境衛生組合議会第２回定例会、大船渡地区消
防組合議会第２回定例会、岩手・宮城県際市町議会議長会の岩手復興局に対する要望活動

29 日 議会基本条例策定特別委員会

30 日 正副議長・常任委員長懇談会、岩手沿岸南部広域環境組合議会 11 月定例会

12 月１日 議会基本条例策定特別委員会

２日 第８回赤崎地区・蛸ノ浦地区小学校統合協議会

５日 議会基本条例策定特別委員会、教育福祉常任委員会

６日 議会運営委員会、議会基本条例研修会、議会基本条例策定特別委員会、会派代表者会

９日 第４回定例会（初日）、全員協議会、産業建設常任委員会

12 日 教育福祉常任委員会

13 日 教育福祉常任委員会

14 日 第４回定例会（一般質問）、会派代表者会

15 日 第４回定例会（一般質問）、議会運営委員会

16 日
第４回定例会（一般質問）、総務常任委員会、教育福祉常任委員会、産業建設常任委員会、議
会基本条例策定特別委員会

20 日 第４回定例会（最終日）、市政調査会役員会

21 日 議会運営委員会、岩手県沿岸都市議会連絡会議の岩手県に対する要望活動

22 日
気仙広域連合議会第３回臨時会、大船渡地区環境衛生組合議会第２回臨時会、大船渡地区消
防組合議会第２回臨時会

26 日 全員協議会、月例報告会

1月 10 日 派遣職員を対象とした議会研修会

11 日 議会運営委員会

12 日 総務常任委員会

13 日 議会運営委員会、派遣職員を対象とした議会研修会

16 日 第１回臨時会、復興特別委員会教育福祉部会・産業建設部会

17 日 産業建設常任委員会と越喜来漁業協同組合との意見交換会

26 日 全員協議会

30 日 市議会防災訓練

31 日 議会運営委員会行政視察（～１日）

市
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会

委

員

長

今
野

善
信

副
委
員
長

東

堅
市

委

員

金
子

正
勝

〃

奥
山

行
正

〃

田
中

英
二

〃

千
葉

盛

〃

平
山

仁

昨
年
は
市
議
会
議
員
選
挙
が
あ

り
、
議
員
の
顔
ぶ
れ
も
、
組
織
も

変
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

に
緊
張
感
の
あ
る
議
会
活
動
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
12
月
の
第
４
回
定
例
会

で
は
、
目
指
す
べ
き
地
方
議
会
の

姿
を
示
す
議
会
基
本
条
例
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
前
任
期
の
議
会
改

革
調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ

て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
時
間

を
か
け
、
議
論
を
か
さ
ね
て
制
定

に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
で
す
。

今
回
の
第
１
２
７
号
は
そ
の
全

文
を
掲
載
し
た
保
存
版
と
な
っ
て

い
ま
す
。
む
ず
か
し
い
言
葉
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
ご
一
読

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
、
市
民
の
皆
様
に
議
会
の
様
子

を
て
い
ね
い
に
お
伝
え
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

お
願
い

「
大
船
渡
市
議
会
基
本
条
例
」
の
記
事
は
、
18→

17→

16→

15→

14
ペ
ー
ジ
の
順
で
お
読
み
く
だ
さ
い
。

編

集

後

記

平
成
29
年
の
新
春
を
迎
え
、
市

民
の
皆
様
に
謹
ん
で
お
喜
び
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
よ

り
市
議
会
活
動
に
対
し
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
市
議
会
を
代
表
い
た
し

ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

未
曾
有
の
震
災
を
乗
り
越
え
、

市
内
で
は
着
実
に
復
興
が
進
展
し

て
お
り
、
今
後
は
中
心
市
街
地
や

沿
岸
部
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が

本
格
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
昨
年

は
、
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
が
完

了
し
応
急
仮
設
住
宅
な
ど
か
ら
の

入
居
が
大
き
く
進
み
、
学
校
の
校

庭
に
も
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
戻
っ

て
き
た
ほ
か
、
被
災
し
た
小
中
学

校
の
再
建
も
完
了
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

復
興
計
画
は
４
月
か
ら
い
よ
い

よ
後
期
計
画
期
間
に
入
り
、
道
路

や
漁
港
な
ど
の
復
旧
の
ほ
か
、
今

後
は
、
少
子
高
齢
化
な
ど
復
興
の

先
を
見
据
え
た
息
の
長
い
ま
ち
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
船
渡
市
議
会
で
は
昨
年
の
12

月
定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
基
本

条
例
を
制
定
し
施
行
し
ま
し
た
。

議
会
基
本
条
例
は
、
議
員
自
ら
が

つ
く
っ
た
も
の
で
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
を
成
し
遂
げ
る
と

と
も
に
、
少
子
高
齢
化
な
ど
震
災

前
か
ら
の
諸
課
題
を
解
決
し
、
持

続
可
能
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
の
実
現
と
市
民
福
祉
の
増

進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
議

会
機
能
の
強
化
を
図
る
議
会
と
議

員
の
活
動
原
則
等
を
定
め
た
も
の

で
す
。

ま
た
、
前
任
期
の
災
害
復
興
対

策
特
別
委
員
会
に
引
き
続
き
、
復

興
に
か
か
る
課
題
の
解
決
と
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
復
興

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
現
在
は

２
月
の
第
１
次
提
言
書
の
提
出
に

向
け
、
調
査
活
動
や
提
言
の
と
り

ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
議
員
一
同
、
市
民

の
皆
様
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
そ
の
負
託
、
期
待
に
全
力

で
応
え
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
ど
う
か
今
後
と
も
議
会

活
動
に
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
今
年
も
活
気
に
満
ち

た
一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
願
い

な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
の
ま
す
ま

す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

ご

挨

拶

大
船
渡
市
議
会
議
長

熊

谷

昭

浩
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○市民の皆様から寄せられたご意見に対する市議会の考え・対応について

寄せられたご意見の中で多かったのは、市民懇談会（議会報告会）の持ち方について、また、基本条例が制

定された後、議会活動が条例の趣旨にそって運用されているかの検証を議会運営委員会だけでなく第三者に

よる検証が必要ではないか、とするご意見でした。これらを含む寄せられたご意見の概要と市議会の考え・

対応の全文については、市議会ホームページに掲載しています。

大船渡市議会基本条例が理想だけにとどまるのではなく、議会全体としてあるいは議員自らがその職責を

自覚し、条例の趣旨に添った議会運営に努めていくことが重要であり、そのためにも、第 23条に基づく継続

的な検証や適切な見直しを行っていくことが大切です。

大震災からのふるさとの復興と持続可能な地域社会の実現を、市とともに成し遂げていく必要があること

から、市民に開かれた議会、より活発な議会運営を目指すとともに、市民に寄り添い市民の期待に応えるこ

とのできる機能を有する議会の実現に向けて、不断の取組をこれからも行ってまいります。今後も市議会に

対するご意見やご提言をお気軽にお寄せください。

○議会基本条例制定後の対応

寄せられたご意見の
主なもの（概要）

ご意見に対する市議会の考え・対応

議会報告会を開催してはどうか

いわゆる議会報告会という名称や形式ではないが、常任委員会単位で調査

項目を設け、市民や団体との意見交換を積極的に行っている。また、他の議

会で行われているような議会報告会については、これまでも議会改革に係る

検討の中で取り上げてきており、今後も引き続き検討していきたい。

条例の運用については第三者

による検証が必要ではないか

議会運営委員会がまずは自ら検証を継続的に行っていきながら、第三者に

よる検証については、その次の段階の検討課題としたい。

政務活動費の増額について

使途内容や公表の仕方について

これまでの議会改革の検討の中で、震災からの復興を優先し、額について

は現状では見直す段階にないと結論付けている。

収支報告書等については市情報公開条例に基づき既に公開しているほか、

市議会 HPでも支出科目一覧や政務活動費を使った視察の報告書については

順次、公表することにしているが、使途内容や領収書の公表のあり方につい

ては、今後も検討していきたい。

今までやってきたことに新た

に加わったものは何か

条例をつくって何をやろうと

しているのか

独自性は何か

これまで当市議会が行ってきたことや、議会活動の活性化を図る議会改革

調査特別委員会で検討し改革を重ねてきた事項等を体系化した。条例に基

づく活動を通して、震災からの復興と震災前からの諸課題を解決し市民の負

託に応えることのできる議会機能の強化を図ろうとするものであり、本条例

の独自性としては、これまでの当市議会の活動実績に基づく内容としたこと

と、震災当時の教訓から災害時の議会の対応について盛り込んだ。
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○議会基本条例とは

平成 12年のいわゆる地方分権一括法の施行、平成 18年 12月の「地方分権改革推進法」の成立により地

方自治体の自主性が求められる中、住民から選ばれた代表で構成される議事機関としての地方議会の役割は

ますます重要性を増し、全国の多くの議会で、議会の目指すべき活動指針等をまとめた基本条例が制定され

ています。

大船渡市議会では、これまでの議会活動や議会改革に取り組んできた実績を積み上げ体系化したものを基

本条例として制定しました。この条例は、市長と同様に直接市民から選ばれる議員が構成する議会が二元代

表制の一翼を担っている機関であることの責任を自覚し、東日本大震災からの復興を成し遂げるとともに、

少子高齢化など震災前からの諸課題を解決し、持続可能で安心して暮らせる地域社会の実現と市民福祉の増

進に資することを目的に、市民の期待に応えることのできる議会機能の強化を目指し、議会と議員の活動原

則等を定めたものです。

大船渡市議会では、前任期において議会基本条例の先進地視察を行った他、早稲田大学マニフェスト研究

所の中村健先生を招いての研修会を行うなど議会基本条例策定に向けて準備を行ってきました。

平成 28年 6月の第 2回定例会において新たに設置された議会基本条例策定特別委員会では、前任期から

の申送り案をさらに精査し、議会全体で共通認識に立つための詳細な解釈等や、制定後の運用等に係る課題

についても協議を重ね、会議数は 6月から 12月までで 29回、審議時間は 50時間に上りました。

平成 28年 11月には、全員協議会で基本条例案を決定し、パブリックコメントや説明会を行い意見募集を

したところ、多くの質問やご意見が寄せられました。議会全体としても、共通認識を得るための研修会を重

ねて行い、平成 28年 12月議会最終日に上程し、全員一致で可決したものです。

11月 11日（金）から 25日（金）までの 15日間、大船渡市議会基本条例（案）に関する意見募集を実施

しました。また、パブリックコメントの一環として、11月 18日（金）18時 30分から、リアスホールのマル

チスペースで、「大船渡市議会基本条例市民説明会」を開催したところ、約 50名の市民の参加をいただきま

した。

パブリックコメントによる市民の皆様からいただいた主な質問や意見は右ページのとおりです。

○大船渡市議会基本条例の策定に向けて

○パブリックコメントの実施について
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２ 委員会は、市政課題の所管事務調査を実施し、

政策立案・政策提言に結びつくよう努め、委員長は、

必要に応じて各委員会間の調整を図るものとする。

３ 委員会は、市民からの要請に応じ、又は市政課

題に対応するため、市民との懇談を積極的に行う

よう努めるものとする。

４ 委員会の運営等は、別に条例で定める。

（議員研修の充実）

第14条 議会は、議員の政策形成能力及び立案能力

向上のため、積極的に議員研修の充実強化を図る

ものとする。

（政務活動費）

第15条 議員は、大船渡市議会政務活動費の交付に

関する条例（平成 25 年大船渡市条例第３号）に

基づき交付された政務活動費について、調査研究

その他の活動に資するため適切に執行するととも

に、透明性の確保に努めるものとする。

（議会広報）

第16条 議会は、広報紙を発行し、その内容の充実

を図るとともに、多様な広報媒体を活用すること

により、多くの市民が議会と市政に関心を持つよ

う議会広報活動に努めるものとする。

解 説 本章では、議会の機能強化を図るために

委員会活動や議員研修の充実を図ること、議員間の

自由討議を通じた政策提言や他の自治体議会との交

流等に努めること、政務活動費の透明性を確保する

ことを定めています。

第６章 議員の政治倫理並びに定数及び報酬
（議員の政治倫理）

第17条 議員は、市民の代表として倫理的義務が課

せられていることを自覚し、議員の品位を保持し、

識見を高めるよう努めるものとする。

（議員定数及び議員報酬）

第18条 議員定数及び議員報酬は、別に条例で定め

る。

２ 議員は、議員定数又は議員報酬を改正するとき

は、市政の現状及び課題、他市等の状況並びに議

会が果たす役割を考慮するよう努めるものとす

る。

解 説 本章は、議員のモラルや、議員定数・議員

報酬を検討するにあたっての基本的な考え方を定め

ています。

第７章 危機管理
（危機管理）

第19条 議会は、災害時において機能的に対応でき

るよう危機管理体制の整備に努め、市長等と連携

するものとする。

（災害時の対応）

第20条 議長は、災害が発生した場合、大船渡市議

会災害対策会議を設置することができる。

２ 議会は、市長等と連携し、災害対策活動を支援

するとともに、被災者と情報共有、連携、相談等

を行うものとする。

３ 議会は、災害等の状況等を調査し、市民の意見

及び要望を的確に把握するとともに、必要に応じ

市長等に対し、提言及び提案を行うものとする。

解 説 本章では、平成 23 年３月 11 日に発生し

た東日本大震災の教訓から、基本的な議会対応のあ

り方を定めています。

第８章 議会事務局の充実
（議会事務局の体制整備）

第21条 議会は、議員の政策形成、政策立案等を補

助する組織としての議会事務局の調査機能及び法

務機能の充実強化を図るものとする。

（議会図書室）

第22条 議会は、法第 100条第 19項の規定により

議員の調査研究に資するため、議会図書室を設置

する。

２ 議会は、議員の政策形成能力及び立案能力の向

上を図るため、議会図書室の充実に努めるものと

する。

解 説 本章では、議会・議員を補佐するため、議

会事務局機能と議会図書室の充実に努めることを定

めています。

第９章 継続的な評価及び検討
第23条 議会は、この条例の目的が達成されている

か否かを、議会運営委員会において継続的に評価

及び検討するものとする。

２ 前項の検証の結果、必要と認める場合は、この

条例の改正を含め適切な措置を速やかに講ずるも

のとする。

解 説 本章では、本条例の目的が達成されてい

るか否かの検証を継続的に議会運営委員会で行うこ

とを定めています。



（17） 大船渡市議会だより
29 .２ .６（No . 127）

確に把握し、積極的に政策提案を行うこと。

⑵ 自らの資質向上に努め、誠実かつ公正な職務

遂行に努めること。

⑶ 議会が議論の場であること及び合議体である

ことを十分に認識し、議員相互の自由な討議を

尊重すること。

⑷ 議会の構成員として、市民全体の福祉の増進

を目指して活動すること。

（会派）

第５条 議員は、議会活動を円滑に実施するため、

政策を中心とした同一の理念を共有する議員で構

成する会派を結成することができる。

２ 会派は、議会の政策形成に資するための調査研

究を行うとともに、必要に応じて会派間の調整を

行い、合意形成に努めるものとする。

解 説 本章は、議会・議員の活動原則を明らかに

し、議会が市民の多様な意見を把握すること、議会

として積極的に政策形成を行うこと、市民の意見を

市政に反映させていくことを規定しています。ま

た、そのために会派を結成できることを定めていま

す。

第３章 市民と議会の関係
（市民参加）

第６条 議会は、市民の議会活動に参加する機会の

確保に努め、市民の意見及び知見を審査等に反映

させるため、公聴会及び参考人の制度等の活用に

努めるものとする。

第７条 議会は、請願及び陳情を市民による政策提

案と位置付け、誠実かつ適切に審査を行うものと

する。

２ 議会は、前項の審査に当たっては、提案者の意

見を聴く機会を設けるよう努めるものとする。

（情報公開）

第８条 議会は、会議を原則公開し、説明責任を果

たすとともに、市民と議会が情報及び意見を交換

する機会を多様に設けるものとする。

解 説 本章では、活動原則を基に「市民参加によ

る多様な意見把握」「市民に対する説明責任」を具現

化することを目指し参考人制度等の活用や常任委員

会で行う意見交換会の場を積極的に設けることを定

めています。

第４章 市長等と議会の関係
第９条 二元代表制の一翼を担う議会は、市長及び

執行機関の長（以下「市長等」という。）との間に

おいて常に緊張関係を保持し、事務の執行の監視

及び評価を行うものとする。

２ 本会議における議員と市長等との質疑応答は、

論点及び争点を明確にするため、一問一答方式で

行うことができる。

３ 議長から本会議及び委員会に出席を要請された

市長等は、議長又は委員長の許可を得て、議員の質

問の内容を明確にするため反問することができる。

第10条 議会は、市長等が提案する政策等について

必要な情報を明らかにするよう求めるものとする。

解 説 本章では、活動原則に掲げる「事務執行の

監視、評価」を行うこと、「わかりやすい議会運営」

を具現化するため一般質問において一問一答や反問

を行うこと、及び必要な情報を求めることについて

定めています。

第５章 議会機能の強化
（議決事件の拡大）

第11条 議会は、議事機関としての機能強化のため、

地方自治法（昭和 22年法律第 67号。以下「法」

という。）第 96条第２項に規定する議会の議決す

べき事件の追加を積極的に検討するものとする。

２ 前項の議会の議決すべき事件に関し必要な事項

は、別に条例で定める。

（議会機能の強化）

第12条 議会は、政策の立案及び提言に関する機能

が十分発揮できるよう効率的な運営に努めるとと

もに議会機能の強化を図るものとする。

２ 議会は、議員相互の自由な討議を尽くして合意

形成を図り、共通認識を深めるため必要に応じて

協議の場を開催するものとする。

３ 議会は、必要に応じて他の自治体の議会と政策

及び政策運営について意見の交換を行い、交流及

び連携を図るものとする。

４ 市政の課題に関する調査のため必要があるとき

は、知識経験を有する者等で構成する調査機関を

設置することができる。

（委員会の活動）

第13条 議会は、議案その他多様な政策等を効率的

かつ詳細に審査・調査するとともに、委員会を適

切に設置し、活用するものとする。
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基本方針の判断の基準を満たす紙と植物油インキを使用しています。

大船渡市議会基本条例

前 文

大船渡市は、平成 23年 3月 11日に発生した東日本大震災津波によって甚大な被害を受けた。大船渡

市議会は、震災からの復興や当市を取り巻く諸課題を解決するため、市民の視点に立った市政運営の実

現を図ることを目的に、その責務を自覚し、議会活動を通じてその役割を果たしていくことを市民に宣

言する。

震災以前から当市では、人口の減少や少子高齢化、市内経済の低迷、県内陸部との交通アクセス等が大

きな課題となっていた。今後は、自治体間競争が活発化し自主的な取組や自己決定が更に求められるこ

とから、二元代表制の一翼を担う機関として、市議会は、積極的に政策提言や政策立案を行い市民の負託

に応え、持続可能な地域社会として当市を次世代へ引き継ぐ使命を自覚し活動を行う。

そのために市議会は、市民に寄り添い、市民目線で市政運営を行い、合議体である議会としての権能を

最大限発揮することが必要であり、市長等の監視及び政策の評価を行うことや、市民の多様な意見を反

映できる議会を築くことが重要である。

したがって本議会は、目指すべき地方議会の姿を示し市民とともに歩むため、議会の活動理念、議員の責務

及び活動原則、積極的な情報の公開などの議会の基本事項を定めた大船渡市議会基本条例を制定する。

第１章 総則
（目的）

第１条 この条例は、議会及び議員の責務並びに議

会が担うべき役割を果たすための基本的な事項を

定めることにより、持続可能で安心して暮らせる

まちづくりの実現に適切に対応する議会運営を図

り、もって市民福祉の増進に寄与することを目的

とする。

（この条例の位置付け）

第２条 この条例を議会における最高規範と位置付

け、議会に関する他の条例、規則等の制定又は改

廃を行うときは、その理念を反映させ、この条例

に定める事項との整合を図らなければならない。

解 説 本章は、「持続可能で安心して暮らせるま

ちづくり」の実現のために議会が担う役割及び議員

に係る基本事項を明らかにし、この条例の最終的な

目的が市民福祉の増進のためにあることや、条例の

位置付けを明らかにしたものです。

第２章 議会及び議員の活動原則
（議会の活動原則）

第３条 議会は、第１条の目的を達成するため、次

に掲げる原則に基づき活動するものとする。

⑴ 市民の多様な意見の把握に努めるとともに、

議会として積極的に政策形成を行うこと。

⑵ 自由な討議を通じて、論点及び争点を明らか

にし、合意形成に努めること。

⑶ 適切な行政運営が行われているかを監視し、

評価すること。

⑷ 積極的な情報公開に取り組むとともに、市民

に対して議会の諸活動を説明する責任を果たす

こと。

⑸ 公正で透明な議会運営に努めるとともに、議

会の信頼性を高めるため、継続して改革に取り

組むこと。

（議員の活動原則）

第４条 議員は、第１条の目的を達成するため、次

に掲げる原則に基づき活動するものとする。

⑴ 市政に関する課題及び市民の多様な意見を的


